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・Ca2+は骨や歯以外でも重要な働きをする

・Ca2+は電気的反応と化学的反応を駆動する

カルシウムイオンと陽イオン
チャネルを介した生体機能制御

歯科薬理学分野
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•学部教育
歯科で頻繁に用いられる解熱鎮痛薬、抗炎症薬、化学療法薬、消毒
薬のみならず、末梢神経系・中枢神経系、循環器系、呼吸器系、消
化器系に作用する薬物も含め、分子レベル、細胞レベル、個体レベ
ルでの作用と作用機序を学びます。

•大学院教育
研究を通して電気生理学的・分子生物学的・組織学的研究手法を修
得し、生体機能の多角的な解析と解釈を常に意識して研究に取り組
む姿勢を学びます。

教育
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研究 「恒常性」維持の為に働く機構をタンパク質や遺伝子レベルで研究

細胞の興奮性制御機構の解析

神経細胞は活動電位を発生して情報を伝導し、神経
細胞間で情報を伝達している。伝導と伝達には電位
依存性Na+チャネル、電位依存性K+チャネル、電位
依存性Ca2+チャネルや神経伝達物質受容体が関わっ
ている。私たちはチャネルの研究をしている。

イオンチャネル病の解析

イオンチャネルは神経細胞や筋細胞などの興奮性を
制御するため、イオンチャネルの遺伝子の変異や薬
物により、てんかんや不整脈などの疾患が生じる。
チャネルの生物物理学的性質の変化と病態との関連
を研究している。
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神経細胞に分化させたiPS細胞から記録した
活動電位とフグ毒（TTX）によるその遮断
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神経突起伸長機構の解析

歯根膜は歯槽骨と歯根を繋ぎ、咀嚼運動時の咬合力
を受け止める組織である。歯根膜に咬合力が伝わら
ないと歯根膜に局在する神経が退縮する。機械刺激
が神経の形態変化を誘導するメカニズムを解析して
いる。

口腔内センサーの機能解析

口腔には痛覚・温熱感覚・触圧覚等、全身の中でも
最も繊細なセンサーが備わっている。咀嚼・嚥下・
発音等にセンサーは総動員される。生体センサーの
作動原理の解明は安全な医療の提供の他、機械工学
や電子工学の生体模倣(Biomimetics)にも貢献できる。
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TRPV1チャネルのカプサイシンによる
活性化と膜電位依存性

研究 「恒常性」維持の為に働く機構をタンパク質や遺伝子レベルで研究

神経成長因子（NGF）添加による三叉神経
節細胞の神経突起伸長

BSA/AraC添加 NGF/AraC添加
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器官形成制御機構
機能的なかたちに作られた様々な器官がそれぞれ連携
し、適切にはたらくことが、私たちの健康な生活を支
えている。器官の形態異常や機能不全は、病気や障害
となり生命活動を維持することさえ困難になることも
ある。器官のかたちや機能は、器官を構成している細
胞によって制御されており、個々の細胞は遺伝子やタ
ンパク質によって運命決定され機能を発揮している。
我々は、いろいろな器官の形成制御機構と臓器間ネッ
トワークの解明に取り組んでいる。
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研究 「恒常性」維持の為に働く機構をタンパク質や遺伝子レベルで研究

外性器異常
過剰歯形成

合指症エナメル形成障害

上皮肥厚

毛根形成障害

キューティクル形成障害
副甲状腺過形成

エピプロフィン遺伝子欠損マウスの症状

正常マウス 欠損マウス 正常マウス 欠損マウス


